
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
国
の
税
制
改
正
に
伴
い　

　
牛
久
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

■
特
定
親
族
特
別
控
除
の
新
設

　

大
学
生
年
代
（
19
歳
以
上
23
歳
未
満
）

の
就
業
調
整
（
働
き
控
え
）
解
消
の
た
め
、

合
計
所
得
金
額
「
58
万
円
超
１
２
３
万
円

以
下
」
の
者
に
つ
い
て
控
除
が
新
設
さ
れ

る
。
控
除
額
は
最
高
45
万
円
か
ら
最
低

３
万
円
ま
で
で
、
合
計
所
得
金
額
95
万
円

超
か
ら
、
所
得
に
応
じ
て
段
階
的
に
減
額

と
な
る
。

問 

年
齢
の
条
件
や
別
居
の
場
合
は
ど
う
な

る
の
か
。

答 

年
齢
は
、
そ
の
年
の
12
月
31
日
時
点
で

19
歳
以
上
23
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。
別

居
で
も
生
計
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
。

自
転
車
事
故
を
減
ら
す
た
め
の

取
り
組
み
を

意
見
書
案

　
全
て
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
と
す
る
安

全
運
転
講
習
制
度
の
導
入
や
安
全
運
転
教
本

の
配
布
等
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
国
に
対

し
強
く
求
め
る
。

　
近
年
、
自
転
車
に
関
連
す
る
事
故
が
増
加

し
て
い
る
。
現
在
、
一
定
の
違
反
行
為
を
３

年
以
内
に
２
回
以
上
行
っ
た
利
用
者
だ
け
を

対
象
と
し
て
い
る
講
習
制
度
を
改
め
、
自
転

車
に
関
連
す
る
一
層
の
交
通
事
故
防
止
を
図

る
目
的
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

牛
久
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
に

係
る
条
例

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と
は

　
０
歳
６
か
月
～
満
３
歳
未
満
で
保
育
施

設
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を
対
象
と
し
、

月
一
定
時
間
の
利
用
可
能
枠
で
、
就
労
要

件
を
問
わ
ず
時
間
単
位
で
柔
軟
に
保
育
施

設
等
を
利
用
で
き
る
制
度
の
こ
と
。

問 

ど
の
保
育
園
で
行
わ
れ
る
の
か
。

答 

現
時
点
で
民
間
保
育
園
は
保
育
士
や
保

育
室
の
確
保
の
点
か
ら
実
施
が
困
難
な

た
め
、
令
和
８
年
か
ら
令
和
10
年
ま
で

は
公
立
つ
つ
じ
が
丘
保
育
園
で
行
う
。

そ
の
状
況
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
今

後
民
間
保

育
園
に
も

参
入
し
て

も
ら
い
た

い
と
考
え

て
い
る
。

公
立
保
育
園
の
存
続
の
た
め

下
根
保
育
園
を
長
寿
命
化
改
修

公
立
保
育
園
の
役
割

①�

受
入
れ
困
難
児
の
受
入
れ
先
と
し
て
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能

②�

行
政
と
民
間
保
育
園
の
つ
な
ぎ
役

③�

災
害
時
や
緊
急
時
に
民
間
保
育
園
が
休

園
に
な
っ
た
際
の
一
時
的
な
受
入
れ
先

④�

出
生
数
の
増
減
等
に
伴
う
需
要
と
供
給

量
の
調
整
役

　
公
立
保
育
園
存
続
の
た
め
、
長
寿
命
化

改
修
工
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
20
年

の
延
命
を
図
る
。

問 

保
育
中
に
ど
の
よ
う
に
工
事
を
行
う
の

か
。

答 

仮
設
園
舎
は
建
て
ず
、
１
室
ず
つ
工
事

を
行
う
。
在
園
時
間
は
騒
音
や
粉
塵
が

出
な
い
よ
う
工
事
を
行
い
、
日
曜
日
に

集
中
的
に
行
う
な
ど
、
保
育
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。
土
曜
保
育

は
栄
町
保
育
園
で
行
う
。

環
境
建
設
常
任
委
員
会

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な

特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
移
動
等
の
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
）
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
改
正

問 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
何
が
変
わ
っ
た
の

か
。

答 

劇
場
の
客
席
の
規
定
に
関
す
る
こ
と
が

新
た
に
条
文
に
加
え
ら
れ
た
。
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常
任
委
員
会
審
査
報
告

外壁改修、屋根塗装、防水改修を行う。内部は床や
建具、壁の改修、天井塗装などを行う他、トイレの
更新やＬＥＤ照明への更新等を行う。



の
中
で
各
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
良
い
品
質
の
も
の
を

作
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

	

い
ば
ら
き
の
ワ
イ
ン
が
一
堂
に
集
ま
る

今
回
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
ま

ず
は
い
ば
ら
き
ワ
イ
ン
が
有
名
に
な
っ

て
、
そ
の
中
で
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
ワ
イ

ン
が
売
り
出
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い

と
考
え
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
思
い
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
市
政
施
行
40
周
年
記
念
事
業
お
よ
び
い

ば
ら
き
ワ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
が
あ
っ
た
。

た
ち
野
う
し
く
駅
」
で
あ
る
。

そ
の
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
駅
名
サ
イ
ン

を
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
の
西
口
に
設
置
す

る
。

問 

設
置
す
る
目
的
と
効
果
は
。

答 

つ
く
ば
科
学
万
博
の
玄
関
口
と
な
っ
て

い
た
頃
か
ら
、
そ
の
後
、
街
が
形
成
さ

れ
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
市
政
施
行

後
40
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
市
民

の
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
と
共
に
、
来
訪

者
を
増
加
さ
せ
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と

し
て
、
牛
久
市
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
て
い
く
。

　
牛
久
シ
ャ
ト
ー
で

い
ば
ら
き
ワ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
を

ワ
イ
ン
文
化
日
本
遺
産
協
議
会
の
負
担
金

の
増
額　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
０
万
円

日
本
ワ
イ
ン
の
発
祥
の
地
「
牛
久
シ
ャ

ト
ー
」
で
ワ
イ
ン
と
食
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。
茨
城
県
内
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ワ
イ

ン
や
茨
城
県
産
食
材
を
使
用
し
た
飲
食

ブ
ー
ス
、
市
内
事
業
者
の
ブ
ー
ス
な
ど
を

出
店
予
定
。

問 
ワ
イ
ン
を
振
興
策
の
１
つ
と
位
置
づ
け

て
い
る
と
捉
え
て
い
る
が
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
く

の
か
。

答 

山
梨
県
や
長
野
県
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
協

議
会
を
作
っ
て
、
ま
ず
は
甲
州
ワ
イ
ン

と
し
て
全
国
に
売
り
出
し
て
い
き
、
そ

予
算
常
任
委
員
会

「
牛
久
市
中
学
生
混
声
合
唱
団
」

休
日
に
お
け
る
部
活
動　

地
域
へ
移
行

国
が
進
め
る
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
、
茨
城
県
に
お
け
る
実
証
事
業

を
実
施
す
る　
　
　
委
託
料
１
２
２
万
円

地
域
の
指
導
員
（
合
唱
指
導
経
験
者
）
の

指
導
に
よ
り
、
月
４
回
（
毎
週
土
曜
日
ま

た
は
日
曜
日
）、
１
日
３
時
間
の
活
動
を
行

う
。
対
象
者
は
市
内
中
学
生
全
て
。

問 

活
動
場
所
や
そ
の
場
所
へ
の
移
動
手
段

は
。
ま
た
活
動
に
か
か
る
費
用
は
。

答 

活
動
場
所
は
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
の
音

楽
室
や
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
視

聴
覚
室
な
ど
。
移
動
手
段
は
自
転
車
を

想
定
し
て
い
る
が
、
遠
方
の
場
合
は
保

護
者
の
送
迎
に
な
る
。
個
人
の
譜
面
代

や
講
師
の
報
酬
の

一
部
負
担
な
ど
参

加
費
は
３
千
円
。

こ
れ
は
参
加
人
数

15
人
を
想
定
し
て

出
し
た
金
額
な
の

で
、
参
加
人
数
に

よ
っ
て
変
わ
る
こ

と
が
あ
る
。

市
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業

つ
く
ば
科
学
万
博
の
駅
名
サ
イ
ン

を
設
置　
　
　
　
　
３
３
７
万
円

１
９
８
５
年
の
つ
く
ば
科
学
万
博
の
玄
関

駅
と
な
っ
た「
万
博
中
央
駅
」は
現
在
の「
ひ
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牛久シャトー

ひたち野うしく駅西口にある万博中央駅
跡の記念碑。記念碑には「飛翔」の文字
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まれている。



会派構成
市民クラブ 政和クラブ※ 公明党 日本共産党 日本維新の会 うしく未来

プロジェクト 無会派
黒木　のぶ子 小松崎　伸 藤田　尚美 遠藤　憲子 伊藤　裕一 塚原　正彦 山本　伸子
須藤　京子 石原　幸雄 鈴木　勝利 大森　和夫 水梨　伸晃 柳井　哲也 池辺　己実夫
杉森　弘之 髙嶋　基樹 伊藤　知子 甲斐　徳之助
出澤　　大 磯山　和男

加藤　政之
※�会派「自民党うしく21」は「政和クラブ」に名称を変更しました。
※令和７年８月２５日付諸橋太一郎議員が辞職しました。

賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

【第3回定例会】	
５１号 牛久市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
５２号 牛久市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
５３号 牛久市税条例の一部を改正する条例について

５４号 牛久市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について

５５号 令和７年度牛久市一般会計補正予算（第４号）
５６号 令和７年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
５７号 令和７年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号）
５８号 令和７年度牛久市介護保険事業会計補正予算（第１号）
５９号 令和７年度牛久市後期高齢者医療事業会計補正予算（第１号）
６０号 令和７年度牛久市下水道事業会計補正予算（第２号）
６１号 令和６年度牛久市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
６２号 財産の取得について
６３号 工事請負契約の締結について
６４号 物品購入契約の締結について
６５号 牛久市教育長の任命について
６６号 牛久市教育委員会委員の任命について
６７号 令和7年度牛久市一般会計補正予算（第５号）
６8号 財産の取得について

諮問第１４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
意見書案１４号 自転車の安全運転に係わる講習制度の導入等を求める意見書の提出について

賛否が分かれた議案等
議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

政
和
ク
ラ
ブ

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
池
辺
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
磯
山
）

無
会
派（
加
藤
）

議
決
結
果

議案
５０号

牛久市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例について ○ 〇 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇 〇 〇 可

決

認定１号 令和６年度牛久市各会計歳入歳出決算認定について 〇 ○ ○ 〇 × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 認
定

意見書
案13号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に
係る意見書の提出について ○ × ○ 〇 ○ × 〇 × × ○ ○ 可

決

凡例：　○・・・賛成、×・・・反対　不…採決時不在
小松崎伸 議長（政和クラブ）は採決には加わっておりません議案の審議結果
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